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て生じる脂肪酸の存在を確認できたため、分析した資料は大豆糊である可能性が高いとしている。  
 第3章では文献調査を中世にまで拡大し、中世においても「大豆糊」に関する記述が有り、従来考えられて
きた豆乳を煮詰める製法の他に、大豆粉を用いた可能性を新たに見いだしている。  
 第４章では野生種の大豆にも脂質が存在していることから「まめのり」が大豆糊であるとすればその初期
には脂質を含んでいたことを明らかにしている。 
 第５章では大豆糊のモデル試料を湿熱劣化処理し、その性状の変化について検討している。脂質は湿熱劣
化により減少することから、経年劣化試料が脂質を含まないことは、当初大豆糊が使用されたとすることと
矛盾しない。さらに、湿熱劣化処理による大豆糊の溶解性の変化を、溶解度パラメータを用いて検討し、劣
化によって溶解あるいは膨潤可能な溶媒の種類が減少し、最終的にはホルムアミドやジメチルスルホキシド
が残ることを示している。 
 第６章では以上の研究内容を総括している。 
 以上のように、本研究では「まめのり」の化学分析を行い、一部の試料が「大豆糊」であることをより確
かにしている。また、大豆糊の製法には豆乳からのみでなく、大豆粉からのものもあることを文献資料、実
物試料およびモデル試料より明らかにしている。これらの知見は「まめのり」が用いられている文化財資料
の保存・修復に寄与する成果である。 
研究成果としては学術論文２本、学会発表３回を公表している。また、本研究以外の論文、学会発表も行
い、米国メトロポリタン美術館でのインターンなども経験しており、申請者は文化財保存に関する幅広い知
識も身につけている。 
以上の点から本論文は博士(文化財）の学位を授与するに十分な内容である。 
 
 
